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このサーキュラ ーは 名古屋の新事務局による 最初の号です。 

次期大会等の 記事があ りますのでしばらく 保持下さい。 

事務局と役員の 変更のお知らせ 

1 9 7 4 年 1 月 1 日より，事務局が 下記に移り新しい 役員が決まり 

ました。 新米で至らぬ 点も多にあ るかと思いますが ，宜しく御願いし 

ます。 尚 ， 暫 らくの間は大阪市大でも 残務が続きますれ 御連絡は新 

事務局にお願いします。 

新事務局 : 名古屋市千種区不老町 (e@464 ) 

名古屋大学理学部生物学教室内 

電話 052 一 781 一 5111  内線 2503X は 2512 

振替口座番号 4 2 8 0 1 
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  1 , 第 4 拍国運営委再会報告 祐   

      ヰ 。 " Ⅰ               ト ⅠⅠ   

運営委員会が 1 月 28 日名古屋の愛知会館に 於て行なわれた。 出席者は椙 山 ( 会厚 ), 

遠藤，黒田，小嶋，金谷，平本，樋渡， 柳島 ( 幹事長・ 旧 ), 大西 ( 幹事長。 新 ) の 各運 

営 委員，岡田 ( 節 )( 欧文話編集主幹， ), 排出 ( 会計幹事 窩新 ), 小谷 ( 会計幹事・ i 日 ),   
* た ㌃         
1. 事務局，の引継ぎ 

前回の運営委員会と 第 6 回総会での議に 基づき，事務局が 名古屋大学理学部生物学教 

  室へ Ⅰ 月 1 日に引継がれた。 新役員の構成や 引継ぎについての 新事務展からのか 願いは 

別項を参照されたい。 なか，引継ぎに 29,. 日本発生生物学会会則の 付則 第 t 条が変更 

されたけれ は ならないが，事務局が 変更される毎に 付則を変えるのは 煩わしいので ， 次 

  のように変更することが 議され，釈の 総会へ提案される。 

第 1 条 本 会の事務所は 運営委員会の 議をへて会長が 委嘱する。 

なお，新幹事長から ，幹事の任期は 規約上は何の 規定もないが ，今回で 2 回目の引網   

ぎであ り，一応前例ともなるの て ，下記のようなルールを 今後 暫 らくの間は踏襲しては 

如何と発言があ り，諒承を得た。   

(a) 事務局の所在は 本来固定されるべきであ り， 又 ，馴れた人が 役員を続けることは 

会 にとって望ましいには 連 いたいが，会の 財政上，専属の 事務員を置く 余裕は無く ，止 

  
  

びを得ず役員が 多くの負担を 負 ゥ 結果となるので 任期は一応 2 ケ年 ・としたい。 (b) 任期 

  は 1 月 1 日 より始まり， 2 年月の 1 2 月 8 1 日までとするがⅡ C) 引継ぎ後， 6 ケ 月内 

外は残務処理のために 新旧 両 役員のオーバーラップを 認めてほしい。 

    
  

2. 1 9 Ⅰ 4 年度の暫定予算 別項参照 

なお，財政が 大変に苦しくなって 来たので， DGD の超過ベージの 若者による負担は 

l 2 頁以上からとする ( 現行 1 6 頁 ), 別刷 5 0 部の無料サービスは 廃止すること ( 以 

  上 Vol. 1 6 よ り ), が 議せられ，承認された。 また，非会員の 投稿者には会員加入の 
  

勧誘文を出すことになった。 また， DGD の機関購入は 年間 6,000 円 とする。   

  

8. 会費値上げについて     

    
- Ⅰ - 

  
  

  

  



  

  

      

  

諸経費の高騰により ，正常 た 予算が組めなくたったので ，少なくとも㍉ 000 円の値 
  

  

上げが必要であ Ⅰ 宙 との結論とたⅠ た 。 具体案 は次軸弗 運営委 托 提出され，総会にはか 
  

られる。 

4. 会長，運営委員の 選挙にⅠいて 

1 976 ～ 197 Ⅰ年度の会長・ 運営委員の選挙を 1 t 月 中旬投票締切の ス クジュール 

て 行なうこととなった ， 尚 ，経費節約のため ，選挙どとに 毎回配られていた 会員名簿 凄 

今回は印刷したりこととし ，会員名のりストにより 代えるととが 提案された。 

5. 選挙方法の変更 

前々から，運営委員の 選挙については ，色々問題点が 指摘されていたが ，次のような 

小変更が提案された。 討議の上，成文化して 次回の運営委員会 て 討議の上 かょび 総会に 

提出される。 

(a) 選挙管理委員を 8 名 ( そのうち 1 名は長 ) に減らす。 そのほか，立会人君千名を 

加える。 事務は事務局で 行な ゥ 。 

(b) 現行の規約では ，運営委員の 選出に際し， 1 4 名連記てあ り，その数に 過不足が 

あ った時は全部無効となるが ， 1 4 名以内の連記でも 有効とする。 1 4 名を超えたとき 

は 現行通り無効とする。 

6. 第 7 回の大会の準備状況の 報告 4 頁別記参照 

  

  

7. 第 8 回大会の予定地 

イ 艮 縮地として，東北地区 ( 仙台，山形 ), 中国地区 ( 広島，岡山，愛媛 ), 埼玉地区 

が 考えられた。 次回の運営委員会で 決定され総会に 報告予定。 

8. 欧文話委員会，および 単行書委員会 よ りの報告 

DGD の編集主幹は Vol. 1 6 より隅田節人に 引継がれる ( サーキュラー 娩 Ⅱ 6 参照 ) 

DQD に関する問い 合わせは， 火 ， 水 ，金曜にお願いしたい 旨の発言があ った。 新単行 

書委員を下記の 諸氏にか願いする 旨 会長より報告があ った。 

金谷晴夫 ( 委員長 ), 江口吾朗，日高敏隆，丸山工作，毛利秀雄，竹内郁夫，山名清隆 

一 2 一 



          

  

昭和 4 9 年度暫定予算 - 

( 1 月 2 8 店 運委 ての決定 ) 

  

  

収 八 の 
  
ぎ 文 出 D 部 

前 年 度 繰 越 金 1,860 ， 100  D  G  D  印刷製本 費 4,600 ， 000 

会 費 1 月 00 ， 0 甜   売上げ G D D  1,600,000  D  G  D  編集局経費 *  1.160,000 

丈部 省 助成金 ( ま           540,000X2  事 務 局 経 費 (630,000) 
アルバイ ト 費 800 ， 000 

通 信 費 200,000 
  

幹 事 手 当 6  0,0  0  0 交 通 費 40,000 

利   事 務 費 7  0.0  0  0 

超過 頁 著者負担 200,000 第 7 回大会講演要旨 
，十 @ 口 7,109,028  部   届吐 費 850 ， 000 

運 営 委 員 選 拳 費 40 ， 000 

運 営 委 員 会経 費 

(  交通費。 宿泊費等 )  120 ・ 000 

サ ー ギュラ一印刷費 ( 年 8 回 ) 90.000 

第 7 回大会援助 費 50 ， 0 ， 00 

払 辺 斜 金 15,000 

予 備 費 14,028 
  

来 年 度 繰 越 金 0 

- 巨 Ⅰ 十 7,109,028 
      

*  DGD  編集局 経 上 費 

単位 ( 万円 ) 

，編集局雑費 ( 文具、 資料，手当 )   2  5 

運営委員会開催費用 ( 2 回   6 

主 幹 事 手 当 5 

@@Q@- 

  

  



  

  

  
  

  
  

  

幹 事 手 当 8.5 

主幹編集事務補助手当 ( 1 名 )  、   1 。 4 

幹事補助者手当 ( 2 名 ） 2  4 

英文校閲謝礼 2  0   

  旅 費 
06 
  

前年度未払い 分 ( 印刷 関 。 係ウ Ⅰ ，ク ' Ⅰ。 1  0   

00 昨 年 捷 夫 主 ム 介 （ 幹選 軒 挙 当費     80o 00 ）   
5.5     

      @@ ヰ 

  
  

Ⅱ 日本発生生物学会・ 第 7 回大会の御案内   

  
  すでにサーキュラー 脇 1 6 でか知らせ致しましたが ，第 7 回の大会は 6 月 20 日 @,2 1 

日 ， 22 日の 8 日間名古屋に 於て行なわれますが ，準備委員会は 次のスケジュマルを 決め     

ました。 細部につきましては ，今後変更されるかも 知れません。 多くの方々の 御参加をお 

願い致します。 期日が昨年より 大山に繰り上りましたので ，締切目 に 御注意下さい。 

1.  大 会 日 程 

6 月 1 9 口 ( 水 )  6 月 20 日 ( 木 )  6 月 21 日 ( 金 )  6 月 22. 日 ( 土 ) 

午 
一 般 講 演 一 般 講 演 一 般 講 演 

前 

午 総 ・ 金 
運営委員会 一 般 講 演 一 般 講 演、 

審 一 般 講 演 

タ 
一 般 講 演 招 待 講 演 

ヲ @%   
  

前にもお知らせ 致しましたが ，一般講演は 動物，植物，微生物は 区別せず一会場で 行な 

います。 招待講演は会員の 多くの方々とは 専 問の異なる方にか 願いする っ もりで準備委員 

会の方でも検討しておりますが ，一般会員の 力々からも 御 推薦下さる よう お願いします。 

  

一 4- 



  

  

( サーキュラー 舵 1 6 で予告しました 産業貿易館から 変更になりましたので 御注意下 

さい。 )   

8. 参加東らびに 講演の申し込み 

a) 参加希望者はサーキュラ 一別紙添付の 申し込み事に 必要事項を記入の 上大会参加 

費 1,5 0 0 円 ( 学生・院生 1,0 00 円 ) をそえて， 8 月 1 5 日 ( 必着 ) までに 
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理学部 生物学教室 高田健姉 

(T 瓦 L  0 52 一 7 8 1-5 1 1 1, 内線 2 6 0 3 ) 

まで御申し込み 下さい。 御 送金には必ず 添付の振替用紙を 御使用下さい。 なか，払込 
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b) 講演希望者には 所定の原稿用紙を 郵送しますので ，御記入の上，下記 宛御 送付下さ 

い 。 締切日は追って 御 知らせ致します。 

名古屋市千種区不老町 ( ㊦ 464) 
  

名古屋大学理学部生物学教室内 

日本発生生物学会，、 第 7 回大学準備委員会 
  

c) 講演は従来通り 1 人 1 題です。 て 但し共同研究者として 加わっておられるばあ いは 

この限りではあ りません ) 

d) 講演時間は討論を 含めてⅠ 題 2Q 分を予定しています。 

      

4, 講演要旨 集は ，大会への参加の 有無にがかわらず ，会員全員に ぷ らかじめ配布いたし 

ます。 枚か ，大会時に再交付はいたしませんので ，当日か忘れなく 必ず 御 持参下さい。 

5. 宿泊について Bi 言己 (6  頁 ) 参照 

6. 大会についての 御間合わせ，御意見は 準備委員会まで 御申し出下さい。 
  

準備委員会庶務担当 

ブ @- 

  

  



        
  

  

名古屋大学理学部生物学教室 

大西奥 爾 または，石崎 宏矩 

(T 且 L  052 一 781 一 51 1 1  内線 2508 または 25 12 ) 

  

  

Ⅱ 事務局よりの 連絡 

A. 会費納入の壷ねがい 
  

学会の会計が 諸物価の値上り ，会費滞納などのため 大変苦しくなっています。 誠に恐縮 

ですが会費の 前納に御協力下さる 様， お願い致します。 会費は同封の 赤色振替用紙にて か 
  

払い込み下さい。 念のため，年間会費は 8 力 0 0 円です。 

加入者名 日本発生生物学会   

Ⅰ
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B. サーキュラ ー への投稿かねがい 

学会員相互の 交流のためいろいろな 話題をか よせ 下さい。 学問上のこと ( たとえば， 意 

見の交流を求める 話題の提供， トピックスの 紹介，国際会議の 様子， 右ど ), 研究室の 紹 

介 ，学会への意見などいろいろあ ると思います。 ふるって投稿して 下さい。 なか，原稿は 

事務局，庶務幹事，あ てか送り下されば ，幸いです。 

C 。 発生生物学会・ 第 7 回大会の宿舎に 関するお知らせ 

学会事務局では ，第 7 回大会に際して 宿舎のあ っせんは致しませんが ，下記の宿舎が 便 

利かと思いますのてお 知らせします。 

0 名古屋共済会館 ( 国家公務員共済組合   

名古屋市中区姉の 丸一丁目五番一号 

T-1 07.@ (TEL ・ 052-20 1--33 26 ) 

0 愛知会館 ( 私立学校教職員共済組合 ) 

名古屋市東区赤荻町二丁目 5 2 番地 

- 6 一 
  

  

  



        
〒 4 6 1, (T 職 L. 059 一 98 6 一 5t 71 ) 

0 玉山会館 ( 公立学校共済組合 ) 
  

名古屋市千種区覚王 山 通り八丁目一八番地 

〒 464.                052 一て 62 一 8151 ) 

なお名古屋の 日本交通公社の TEL は 05 2 一 5 68 一 t 5 0 1 です。 

D. 学会費値上げについて 

前述の運営委員会報告にもあ る通り，現在学会費の 値上げが，検討されていま サ 。 別表 

の 今年度の暫定予算案にもみられる 様に，正常在予算を 立てるのが苦しくなりつつあ りま 
  

  す 。 その主な原因は ，印刷関係費用 ( 紬代 ，印刷費等 ) の値上りで 机 。 加えて諸物価の 値 

上り，会員の 学会費の滞納がめ だつ ことなどが益々学会の 財政を圧迫しています。 過日の 

運営委員会においてもいろいろの 対策が出され ，検討され唾したが 決定的なものはたく ， 

  現状では学会費の 値上げ ( 1,00 0 月程度 ) も止むを得まいという 意見が大半を 占めてい 

ます。 

今後，いろいろなところで 議論がなされると 思いますが学会員諸氏においても ，別項の 

仝年度暫定予算案を 御参照の うえ御 検討下さる 様 かねがいします。 また，できるた け 会員 

数 をふやすことにも 御協力ねがえれば 幸いです。 

Ⅳ 岡田 要 博士 御 逝去をいたむ 

  岡 出要博士は，かねて より 病気療養中いところ 昨年 12 月 26 日に死去された。 明治 
  

2 4 年生れ，享年 8 2 才であ った。 

岡田 要 博士は，東京帝国大学理学部動物学科を 卒業後，京都大学か ょび 東京大学で教 

鞭 をとられ，その 間，実験形態学を 含む生物学の 広範な領域にわたり 数々の優れた 業績を 

のヒ された。 東京大学を退官後は ，昭和 41 年 まで国立科学博物館長をつとめられた。 我 

国の自然科学界に 残された功績，影響は ，はかり知れないものがあ る。 

このことは，日本の 発生生物学にとってもまた 例外てはなかった。 日本発生生物学会は 
1968 年 5 月に発足したが ，その設立に 到るまでには 長い道程があ った。 すなわち， 発 

  

-7- 

  

    



  

  

  
  

生 学関連の姉団体 ( 実験形態学会，発生学協会，発生学談話会 ) の長い活動が 必要てあ っ 

た 。 岡田 要 博士は，実験形態学会を 1948 年に創立し，その 会長を長い間つとめられ ， 

文字通り日本の 発生生物学のり 一 ダーシ ソブ をとってこられ・ た 。 この間，戦前，戦中， 戦 

後と ，日本全体が 激しく揺れ動いた 蒔期であ ったたけに，その 辛苦は，想像を 絶するもの 

てあ ったと思われる。 日本発生生物学会の 中にも直接，間接に 岡田 要 博士の御指導を 受 

けた会員も多く ，偉大東指導者を 失った無念さは 言葉では云いつくせない。 心から博士の 

御冥福を祈りたい。   

岡田 要博 仝の略歴 

明治 24 年 8 月，兵庫県相生市に 生まれた。 明治 45 年名古屋第 8 稿 苦学校入学。 その 

後 東京帝国大学理学部動物学科を 卒業。 東大助手を経て ョ 一ロ クパ に 6 年間遊学。 昭和 5 

年帰国後，京都大学教授，東京大学教授，同理学部長を 歴任されるとともに ，日本学術会 

  議第 4 部部長・日本動物学会会頭や 実験形態学会会長をつとめた。 東大教授退官後は 同大学 

名誉教授に推され ，長らく国立科学博物館長の 任にあ った。 また，斯学への 貢献により 日 

本学士院会員，・ 文化功労者に 推された。   

  
(S. T. 記 ) Ⅴ 研究機関紹介 ( その 6 ） 

愛知県心身障害者コロ ニ 一 発達障害研究所 

(Insti 十 ute  for  Developmental  Research)  ( その一 ) 

発達障害研究所は 1 9 72 年 4 月愛知県コロ ヱ 一の 2 2 万坪の敷地の 中に ，む 身障害児の 

発生原因，治療・ 療育，福祉の 探求の為に設立された 研究所 て ， 1 0 部 2 4 研究室から 構 

成され，発生学に 関心の深い部，研究室が 多い。 現在村上氏 廣 所長の下に日本先天異常 学 

会の編集事務局があ る " 

遺伝学部門細胞責任研究室 

主に ヒトや 哺乳動物について ，細胞または 染色体の形態学的変化を 表現形質との 関連か 

らとらえ，遺伝子の 働きを形質発現のなかに 求めよ 5 と努めている。 ， Ⅰユ   先天異常の細胞遺伝学的研究 ( 大石英 恒 ，藤田信一 ): 先天異常個体の 染色体を分析 
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し ，異常染色体と 表現形との対応性を 求める。 また染色体異常の 成立した時期とその 原因 

を 追求するとともに ，その異常染色体が 世代を通して 保持されるための 染色体の機能的 単 

位に 亜いて研究を 進めている。   

2. 哺乳動物の発生初期における 染色体異常に 関する研究 ( 藤田偏Ⅰ大石英道 ): 染色 

体異常をともな ウ 先天異常の発生原因を 追求する手掛りの 1. つとして，チャイニーズハム 
  

  
  

スタ一などの 実験動物を用いて 種々の段階の 生殖細胞に X 線照射や薬物投与をおこない ， 
  

これらの影響を 受けた細胞がその 後の個体発生にどの よう に関与するかを 調べている。 

く 大石 記 ) 

発生学部門第一研究室 

先天異常の成因たらびに 成立機序の解明を 研究目的とし ，主として中枢神経系の 異常発 
  生の機転とその 発達について 基礎的研究を 行なっている。   

胚の異常発生の 誘因として，物理的作因ては X 線，化学物質ではバルタ ， ン酸 ソーダ な 

どを用い，妊娠動物を 処理し，表現型模写を 作出することにより 発生過程を動的に 追跡し 

ている。 X 線照射では多様の 脳障害が成立し ，その成立機序を 追求するとともに ，生理学 

部門と共同して 生後の行動との 関連を検討している。 グルタ、 ン酸 ソーダ処理に よ る 蛤 仔 

脳 ては視床下部細胞に 特異的に核濃縮がみとめられ ，さらに竜頭に よ る検索を進めている。 
  

また，五友不実験動物に 散発する異常な 表現型の選抜分離を 試み，その発現様式にっ ぃ 

  

て 発生遺伝学的解析を 意図し ， 脳の遺伝性発生障害を 発現するマウスを 観察している。 

( 東海林隆次郎 記 ) 

発生学部門第 2 研究室   

結合組織 は ，生体の形態ならびに 機能の面がらみてきわめて 重要 た 意味をもってかり ， 

発生学部門第 2 研究室は，その 発生，分化，成熟などの 正常と異常の 問題につき，生化学 

と 形態学の両面からの 追究を試みている。   

実験的には，過剰ビタミン A や硫酸タリウムによるラット 軟骨ムコ多糖合成育巨の 変動と 

形態異常，正常ラクト 長管骨 軟骨の成長にともなうムコ 多糖の変動や 蛋白糖複合体の 軟骨   

層別分析， 脱灰 凍結乾燥骨の 生体内移植による 軟骨内骨化機序の 解明，さらに 脱灰 凍結乾 

燥骨と 筋組織を使用する 培養 糸 における軟骨誘導因子の 追究などを赴こなっている。 

臨床的には，ムコ 多糖代謝異常症， I 一 Cell 病について生化学と 電顕の両面より 検索 
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を 続けている。   

局主 期 学部 巧 

人員 : 部長一村上氏 廣 ; 室長一山村英樹 ; 研究員一仙波 祖治 ， 慶野 宏臣，佐藤 浩 ; 研 

究 補助員一太田恵子，佐藤美保子。 

デ 一マ 1 : 核黄 疽の発生機序 かょび 予防に関する 実験的研究 

新生および幼君ラットに 核黄 疽を誘発する 実験系を確立することに 約 Ⅰ年間専念してき 

た。 現在，との実験系およびモデル 動物ガンラットを 用いて，ビリルビンの 血液より 脳へ 

の 移行を促進 サる 因子かよび抑制する 因子を見つけ・ る 研究に着手したところであ る。 ( 山 

村 はが 全員 ) 

テーマ 1 : 神経管閉鎖障害の 発生機序に関する 実験的研究 

マウス胚における 神経管閉鎖過程かよ びカド 、 ウム塩による 閉鎖障害の発生過程の 光学 

ならびに電子顕微鏡的観察を 行なっている。 ( 鹿野，仙波，佐藤美，山村，村上 ) 

  

生理学部門 筋萎縮症研究バループ 

遺伝性筋萎縮症マウスの 病因を分子 レペル で解明することを 研究目標とする。 使用して 

いるマウスは ， C57 ノ勺 L 一 6Jdy で，劣性の遺伝子であ るため， d 蛭モ (dy ノ ， dy) の個体 

が 発病する。 興味 あ ることは，発病するのが 生后 3 週くらい ( ほ ぼ 離乳期に あ たる ) にた 

りてからであ ることと，発病個所が 必ず後肢であ ることてもる。 現在，このホモ (dy/dy) 

の個体を我々の 研究室 て ，牢問 60 頭程 生産してかり ，一部は，形態学部門と 遺伝学部門 

に 提供している。 

1. 罹患筋から， 筋 収縮に関連する 蛋白質を単離し ，量的，質的に 異常があ るかどうか 検 

試 してきた。 、 オシ ン については，含量が 罹患筋で異常に 低いけれど，精製した きオシ 

ン 分子のへり ッ クス含量とサブモ ノキ ュ ラ ー 構成にかいては 異常は認やられなかった。   

2. 筋萎縮症の特徴として ， 筋 細胞内酵素 ( 例えば CPK) の血中への漏出が 上げられる。 

このことは， 筋 細胞膜に異常があ ることを示唆している。 そこで，罹患筋から 細胞膜を 

単離し，その 分画過程の特徴，単離細胞膜の 機能的解析と 構成成分の分析を 行なって い 

る 。 この研究については ，形態学部門の 人と共同研究を 行なっている。 

8. 体液性調節異常が 考えられるので ，その一つの 目安として，金属イオンの 分布の様子 

を 種々の組織について 研究している。 
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  4, 筋萎縮症とは 直接女傑ないけれど ，生体の金属イオン 分布の謂 怖 機構に撰する 研究の 

一つとして，妊娠マウスの 母体に挽子された㎡ + が ，どのような 時間的経過をもって 母 

体の各組織に 温 遁し ・また，特に 胎児の金属イオン 瑛枕 にどのように 彩缶 ・していくかを ， 

同生 期 学部門の人と 共同研究を行たっている。 ( 戸穏式 ，渡辺 俺 美紀 ) 

形族 学靱 ， 形 放学第一 ( 街紐棚造 ) 研究室 

研究はすべて 尾頭および竜頭細胞化学の 方法によって 進められてかり ，これら技術自体 

  の 改良・開発にもかなりの 時間をさいている。 主に追求している 材料・テ - マは次の通り 

であ る。 

1, 竜頭細胞化学の 方法の改 ゑ ・開発 ， 

2. 細胞内小器官の 形態と機能の 分化と発生， 一 主に Iysos ㎝ ぉ， ・ Golgt 装置等を対象   
にしている - 

8. 細胞分裂 

- 睡，再生 肝 等を用いて分裂装置，細胞内小器官の 動態を曲むに 解析している 一 

4. 哺乳類 ( 主にマウス ) の初期発生 

細胞分裂はもとより 細胞内小器官の 動態も把握しなければ 細胞分化は其に 理解するこ 

とが出来ないのではないか ，とい り のが我々の基本姿勢であ る。 斎藤多久馬，加藤裕美 

のほか 来原 見思，仁王 似 智夫，深谷暗者が 共同研究者として 研究に従事している。 

Ⅰ ア 記 ) 




